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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は「過疎化・離農」問題について、ブータン、バングラデシュ、ミャンマーな
どとの人的交流を活用して、文化形成による新たな農村開発モデルを提言することにある。各国におけるPRA（参加型
農村調査）の実施、南丹市美山町知井振興会との共催による「第6回文化と歴史そして生態を重視したもうひとつの草
の根の農村開発に関する国際会議」の開催、ブータンの若手研究者4名の夏と冬2～3週間の毎年招へいによる美山町・
宮津市世屋でのPRAを実施した。2016年2月には環境問題と持続的発展に関する国際会議を開催し、日本との間でのより
緊密な学術関係の構築とブータンGNH理念に学ぶ農村開発モデルの必要性を提唱した。

研究成果の概要（英文）：This study is aimed to propose an alternative rural development model to 
challenge depopulation and abandoning framing in rural area by exchanging human resources among Bhutan, 
Bangladesh, Myanmar and Japan etc. We implemented PRA (Participatory Rural Appraisal) in each country and 
organized "The 6th International Conference on Another Grassroots Rural Development Focusing on Culture, 
History and Ecology in Miyama-cho" jointly organized by CSEAS, Kyoto University and Miyama-cho Chii Rural 
Development Association. We have also implemented PRA in Miyama-cho, and Seya area, Miyazu city with four 
young Bhutanese researchers during summer and winter season respectively for a few weeks in every year. 
We also held "the International Conference on Environment and Sustainable Development" at CSEAS, in Feb. 
2016 and consequently we suggested that closed academic relationship among us and an alternative rural 
development model based on GNH of Bhutan would be recommended strongly.

研究分野：地域研究、農村開発、熱帯農学
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１． 研究開始当初の背景 
 
日本の農山村では、農業離れ、過疎・高齢

化などにより、耕作放棄地や放置人工林の増
加、様々なコミュニティ機能の低下などが問
題となっている。その結果、地域に固有の伝
統芸能、食文化、棚田などの農耕地、農耕技
術、林野などを含めた土地利用、慣行による
灌漑水利施設の維持等々からなる農村文化
が、消滅の危機を迎えている。この問題に対
して、これまでの施策は、農山村を都市並み
の経済的収入が得られ、効率的に生活できる
場に転換しようとするものであった。しかし、
現状から明らかなようにこの施策の成果は
あがっていない。一方、今日、経済新興国で
ある東南・南アジア諸国でもすでに農村の過
疎・高齢化現象がみられ、日本と同様、農村
文化の変容がみられ始めている。各国で日本
と同様、農山村を経済的に都市並みにするこ
とを目指す施策が取られ始めているが、農山
村から都市への人口流出は増加傾向にある。
このような日本を後追いするような対処の
仕方は正しいのだろうか。上述の今日の日本
や東南・南アジアの国々の状況から、当該問
題は様々な地域でみられるグローバルな課
題であると考えられる。地域により社会・生
態環境が異なるが、問題の本質や構造は共通
しているのである。日本においてこの課題解
決には、農村部の人々の人的資源や発想や
国・地方の政府の施策だけでは限界がある。
共通の課題を抱えるアジアの人々と相互啓
発することで、農村文化の新しい価値を作り
出す研究が強く求められている。このために
は従来からの対象の観察を通じた現状分析
型の研究では不十分で、実践計画の実施を最
終目的とする研究が求められている。そのた
めには、農村は、「住んでいる土地」として
人々の暮らしが展開する場である在地とし
て認識され、住んでいる人々(住民）が研究の
主体となって加わった実践型研究が求めら
れる。 

 
２．研究の目的 
 
日本の現状をアジア的視野で相対化し、過

疎化、離農の問題の解決には、農山村を都市
化することではなく、農山村の個性を生かし
た新しい文化の創生活動こそが、有効な方法
であること明らかにすることが、本研究の目
的である。農山村の過疎化、離農の問題は、
日本人には日本のような経済発展を遂げた
国で顕著であると思われがちであるが、現在、
程度の差こそあれ、ブータン、バングラデシ
ュ、ミャンマー、ラオスといったアジアの開
発途上国でも問題が深刻化しつつある。こう
した各地域の課題を共通の課題として取り
組み、各国の農山村の現状を比較調査し、ネ
ットワークによる人的交流によって問題を
共有しつつ、多角的な視点を取り込み、都市
化とは異なる農村開発モデルを確立する。 

 
３．研究の方法 
 
農村の過疎化や離農は今や広くアジア全

域で進行するグローバルな問題のひとつで
ある。本研究では、農村にて都市とは異なる
地域文化の再生活動や現状認識を通じて過
疎化、離農などの問題に挑戦している国内外
の人々をネットワークで結び、農村開発の分
野で開発された PW（参加国際会議・ワークシ
ョップ）や農村開発の分野で開発された PRA
（参加型主体的農村調査法）、PLA（参加型学
習と行動）の手法を用いる。特に PW におい
てはアジアの開発途上国農村地域の現状比
較と新たな文化形成の意義を相互確認する。
一方、現地の農村開発関係者を、日本農村で
の調査・実践活動に招聘することで、日本の
状況を相対化する視点を取り込む。具体的に
は日本とブータン、ミャンマー、バングラデ
シュの農村部で、PRA、PLA を実施し、PW と
の一連の活動をアクション・リサーチとして
住民参加の実践型地域研究を実施する。そし
て、本研究全体の活動は、国内外の研究の現
場である農村に暮らす人々や本研究の参加
者が、農村という在地に暮らすことの意義を
積極的に見出し、在地に生きることの誇りと
なる「在地の自覚」を共有するための方法論
的模索ともなっている。 
 
４．研究成果 
 
東南アジア研究所実践型地域研究推進室が
主催する京滋フィールドステーション月例
研究会において本研究の関連研究会を同時
開催するとともに、会議を行った。また、他
のプログラムとの共同により、ブータン、ミ
ャンマー、バングラデシュでの現地調査を
PRA（参加型主体的農村調査法）によって実
施した。この成果については、日本熱帯農業
学会、日本生態学会等で発表している。また、
共同研究のカウターパート機関であるブー
タンのシェラブッチェ校の若手講師、若手研
究員を他のプログラムとの共同により、2014、
15 年度とも、夏(7～8月）と冬（1 月～2 月）
にそれぞれ約 3週間から 2週間４名ずつ招へ
いし、南丹市美山町地域や宮津市世屋地域に
おいて PRAとスタディー・ツアーを実施した。
2014 年 11 月 15 日～17 日に、バングラデシ
ュ、ブータン、インド、ミャンマーから各 1
名、ラオスから 4名を迎えて、南丹市美山町
知井地区にて、知井振興会と東南アジア研究
所実践型地域研究推進室が協働して、参加型
の草の根の国際ワークショップと海外の共
同研究者による PRAを「第 6 回 文化と歴史
そして生態を重視したもう一つの草の根の
農村開発に関する国際会議」として実施し、
その成果は報告書として出版されている（写
真１）。また、2016 年 2 月に、他のプログラ
ムと合同で、東南アジア研究所において、環
境問題と持続的発展に関する国際ワークシ



写真 1 

写真 2 

ョップ「 Environmental Problem and Its 
Possible Mitigation for Sustainable 
Development」を開催し、過疎、離農、環境
問題等々をミャンマー、ブータン、バングラ
デシュ、日本との比較の視点で発表、検討会
を開催し、その成果は、英文の実践型地域研
究 No.9 の報告書として出版した（写真 2）。

また、2014 年、15 年の 8 月～9 月にかけて、
東ブータンにおいて過疎（農村からの人口流

失）の現状と、農業離れの実態に関する PRA
を京都大学国際交流科目との合同で、京都大
学学生らとシェラブッチェ大学の学生たち
とともに実施し、それらの成果はヒマラヤ学
誌の論文として公表している。本研究の結論
としては、特に、ミャンマー、バングラデシ
ュ、ブータン、日本との間で、当該の課題に
関するより緊密な学術関係構築の必要性が
あること、ブータンの GNH（国民総幸福量）
の理念に学ぶ農村開発のモデルの必要性が
提唱された。また、本研究の活動全体から仮
説的に考案された過疎や農業離れなどの問

題解決を模索する国際協働モデルが図１に
提示されている。この国際協働モデルを展開
し、その可能性を確認するために科研（A）「ア
ジアの在地の協働によるグローバル問題群
に挑戦する実践型地域研究」を申請し、H28
年度から採択された。 
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